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大川 弥生（おおかわ やよい）
国 立 長 寿 医 療 研 究 セ ン タ ー 部 長 　 医 師
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宮城県サポートセンター支援事務所
〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階
TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

 サポートセンター行脚 　～ つなぐ役割① ～ 
宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

仮設住宅（みなし仮設も含めて）から次の災害公営

住宅等への移転が現実の問題として浮上してきていま

す。被災市町では、集団移転地での戸建て住宅建設希

望か、災害公営住宅入居希望かの最終申込み期限が

迫っていると聞きます。すでに、移転先の決断をして

申し込みを終えておられる人も多いと思います。一方

で、気力をなくし先のことが考えられない、書類に書

かれていることが理解できない、家賃負担が困難、知

らない土地で暮らしていけるのか、など不安がいっぱ

いで判断できない、という人もおられます。諦めて、

最後はなんとかしてくれると、行政に委ねている人も

いることでしょう。

阪神・淡路大震災でもそうした人たちが、最後まで

行先きを決断できず仮設住宅に残り、最終的に不便な

災害公営住宅に入居せざるを得ない状況が生まれた

と、聞き及んでいます。

高齢、単身、障がい、生活困窮など、なんらかのハ

ンディを抱えた人たちが、新たな住まいへ移転するこ

とについては、支援関係者の早めの検討と、きめ細か

い支援が必要とされます。

サポートセンターなどで把握している世帯のなか

で、次の住まいを決断ができないでいる世帯につい

て、市町の福祉、建築、まちづくり推進担当とも連

携してハンディのある人がスムーズに移転できるよ

うに情報を共有し、個人個人に応じた寄り添った支

援と、同じような課題を抱える人たちへのグループ

支援も必要です。

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

支援員対象のステップアップ研修や分野別研修で話をする

際に、意識していることがあります。「つなぐ役割」のたい

せつさを伝えることです。被災者の抱える課題をサポートセ

ンターが発見することが多い現状のなかで、発見した課題を

解決するためには、サポセンが地域の社会資源とつながり、

連携して支援していくことが要になります。背景には、建設

のすすむ災害公営住宅が被災者の間で話題にのぼるようにな

り、仮設住宅で構築した人間関係がまたバラバラになるため、

移転先の地域でのつながり支援も求められていることがあげ

られます。

被災者の当面の生活上の課題、復興に向けての課題など、

さまざまな課題を一元的にサポセンで対応することは困難で

す。そして、復興後を意識した生活支援のあり方、コミュニ

ティづくりも見据えた「地域の支援のネットワーク」も不可

欠です。課題によっては、専門的な視点で包括的、集約的に

かかわってくれる相談機関も必要です。

今回紹介するのは、宮城県の高齢者や障害者の総合相談機

関で働くＷさんです。Ｗさんとは、高齢者、障害者が抱えた

地域生活上のトラブルへの支援を、10 年以上一緒に行って

います。その多くは、行政、ケアマネジャー、地域包括支援

センターなどからの相談を「つなぐ」役目で、医療・保健・

福祉・法律・消費者問題などの各分野に対応する専門家を駆

使して総合相談にあたる支援体制を敷いているのが、この相

談機関の特徴です。各支援者間との丁寧な聴き取りを通じた

積み重ねは、Ｗさんを高齢者・障害者の消費者問題解決にお

けるパイオニアに押し上げました。

なぜ、つなぎが必要か、連携が必要なのかを、Ｗさんの総

合相談支援における基本姿勢を伝えることで、サポセンの皆

さんと考えていきたいと思います。（次号につづく）

仮設住宅から災害公営住宅等への移転に伴う支援①

ひとりごと
宮城県サポートセンター支援事務所 

  　　　　アドバイザー　浜上 章

サポーターのあなたへ！

［プロフィール］鳥取県生まれ。兵庫県川西市、兵庫県と大阪府の社会福祉協議会
で地域福祉活動の推進や個別支援に携わる。気仙沼市社協災害ボランティアセン
ターの支援に関わったことが縁で、2012 年 4 月より宮城県サポートセンター支援
事務所アドバイザーとして、サポーターの研修等支援にあたっている。

分野別研修Ⅱ 分野別研修Ⅱ

スーパーバイザー研修 スーパーバイザー研修

【仙台会場】10 月1日 ( 火 ) 戦災復興記念館 【石巻会場】10 月15 日 ( 火 ) 
石巻市ささえあい総括センター

【仙台会場】10 月 4 日 ( 金 ) 戦災復興記念館 【石巻会場】10 月 7 日 ( 月 ) 
石巻市ささえあい総括センター
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「月刊 地域支え合い情報」を年間購読しませんか？
お知り合いの方へのプレゼントにもご利用ください。

●購読会員　年3,600円（年12 回、送料込み）

●支援会員　１口 3,600円（年12 回、送料込み）
ご指定いただいた先へ、それぞれ年 12 回お送りします。指定がない
場合は、編集部が選定する被災都道府県・市町村の被災者の生活支援
担当課、または社会福祉協議会のほか、全国に避難する被災者を支援
する都道府県、市町村の被災者の生活支援課または社会福祉協議会に
送付いたします。

購読ご希望の方は下記口座へお振り込みください。編集部にて確認
次第、情報紙を発送いたします。

＜お振込先＞　●ゆうちょ銀行振替口座   
　　　　　　　口座番号：０２２６０－９－４６３０３
　　　　　　　加入者名：全国コミュニティライフサポートセンター

※通信欄に、「地域支え合い情報紙　購読費」と記入したうえで、
①お届け先の住所と②何号からの購読申込みか、支援会員の方は③
希望する送付先のあて名、または ④「指定なし」と記入してください。

 購読者を募集しています！

バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/

月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）か
ら震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
ぜひ忌憚のないご意見・ご感想を FAX またはメールにて編集
部までお聞かせください。

☆次号予告　特集「未来の暮らしを考えるのは私たち」

編 集 後 記
特集でご紹介した中山さんとのお話で、私自身も震災のときにいろんな人たちと助け合っ
て、必死で生活していたことを思い出しました。支え合いは震災のような緊急のときだけの
ものではない。毎日の生活のなかで、思いやりの気持ちを持ち続けることを私たちは忘れて
はならないですよね。　（菅原）

読 者 の 声

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い !

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc-japan.com

12 号を読んで…
・子どもたちの遊び場、すごく気になっていたので興味深く読ませていただき
ました。こういった活動がどんどん増えていくといいですよね。（仙台市・Ｃ
さん）
・写真を見ているだけでも元気が伝わりました！（石巻市・Ｎさん）

東松島市生活復興支援センターでは、今年度より主に「子ど
も支援プロジェクト」を立ち上げ、①幼児から小学生まで自分
のまちの自慢を描く「東松島イチオシマップ」づくりと、②東
松島市野

のびる

蒜地区の小学生による新聞づくりに取り組んでいる。
「東松島イチオシマップ」は、市内各地で開くワークショッ
プで、子どもたちに「地域のイチオシ」を絵や言葉で自由に
表現してもらい、それらを地域ごとにまとめて、最終的には
１枚のマップに仕上げ、インターネット上で公開することを
目標としている。学校と家、公園などの限られた生活エリア
で暮らす子どもの目線で描かれるものは、お気に入りの遊具
や隣家のおじいちゃん、通学途中にあるお店の看板、○○さ
ん家の番犬など、ふだんの生活に密着したものばかり。「ほ
かの地域の子どもが描いたイチオシを見て、地域の特色の違
いを知ったり、地元のよさだけでなく足りない部分も発見で
きるような事業に育てられれば」とプロジェクトリーダーの
近藤祐

ゆうか

佳さんは意気込む。
また、「かぜの子しんぶん」と名づけられた野蒜地区の子ど
も新聞（A3用紙１枚・両面・隔月発行）は、野蒜小学校３年
生を中心とした平均５人のメンバーが、月２回の定例会で企

画から取材・執筆までを担う。新築された新東名ふれあいセ
ンターの建物紹介や、野蒜市民センターの利用者へのインタ
ビューなど、号を重ねるごとに内容も充実。新聞は 1,300 部
印刷し、地区センターからの地区情報とともに各戸に配付し
ているほか、うち 350 部は野蒜地区以外に避難している世
帯へ郵送しており、避難者やその子どもが故郷の最新情報を
得る機会ともなっている。
「初めは内向的だった子どもたちが、『○○を取材したい』
と主張するようになり、互いに折り合いをつける術も身につ
けるなど、成長を感じる。今後は、子どもが取材をとおして
地域と直接的継続的にかかわりをもつ事業として、野蒜地区
以外にも広げていく予定」と近藤さん。
中央サポートセンターは、これらの事業に「子どもたちが
自分の周囲の宝ものに気づき、地元を誇れる人になってほし
い」との願いを込める。着実な取り組みで、子どもたちに東
松島市の未来を託す。

東 松 島 市 生 活 復 興 支 援 セ ン タ ー
〒981-0503　宮城県東松島市矢本字大溜 9-1（東松島市コミュニティパーク内）
TEL 0225-83-5001  FAX 0225-82-9813

子どもが「地域」と出会い、
地元を誇れる取り組みへ

暮らしを支える支援員

東松島市社会福祉協議会
東松島市生活復興支援センター（宮城県東松島市）
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